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　IODPをはじめとした科学掘削プロジェクトは、我々の地下深部生命圏への理解を深めてきた。全球の海底下

堆積物中に生息する原核生物の数は全海洋中の存在数に匹敵し、地球レベルでの元素循環に大きな影響を及ぼ

してきたことがわかっている。一方、海底下の過酷な環境には耐えられてないと思われるため、真核生物につ

いては原核生物と比較するとあまり研究がなされてこなかった。真核生物の一つである菌類のDNAについては

海底下深部（~2 km）の堆積物に広く検出されている。さらに、それらの一部は胞子として存在していること

がわかっており、古代のカビを培養することにも成功した例も報告されている。 

 

　近年、環境DNAに広く注目が集まっている。環境DNAとは、生物の痕跡が環境中にDNAとして残ったもので

あり、現世に加えて過去のDNAに関しても、古代生態系の復元という観点から研究が進んでおり、表層堆積物

中の環境DNAの研究から、古気候との関連が示されている。しかしながら、海底下深部の古い堆積物中にとけ

る環境DNAの挙動や古代の生態系・環境との関わりについては、ほとんどわかっていない。 

　本研究では、40の掘削サイトから得られた300を超える堆積物試料を用いて、古代環境DNAの調査を

行った。まず、ホットアルカリ法、市販の抽出キットにより抽出された600のDNA試料から、18S rRNA遺伝

子断片の増幅を試みた。その結果、主に海底下100 m以浅の175のDNA試料から目的のrRNA遺伝子断片を得る

ことに成功した。真核生物の（古代）生物多様性を明らかにするため、得られた増幅産物のiTagシーケンシン

グを行った。その結果、菌類のDNAがすべてのサンプルにおいて多く検出された。これらの菌類は、環境DNA

として存在している可能性がある一方、胞子として生きて存在していることも考えられる。また、

Ochrophyta門、Dinoflagellata門、Chlorophyta門など海底下には生存し得ない藻類のDNAも多く検出さ

れ、深度ともに減少していく傾向があった。これらの結果は、海底下深部の堆積物においても古代環境DNAが

広く残存していることを示している。本発表ではさらに考察を進め、古代環境DNAと堆積物学的また古環境学

的との関連と、古代生態系復元への応用の可能性について議論したい。
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